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Ⅰ．海洋油ガス田の概要



海洋油ガス田の概要
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海洋油ガス田の概要（続き）



海洋掘採施設（プラットホーム）
と陸上基地

磐城沖プラットホーム

磐城沖ガス田陸上基地（楢葉プラント）



プラットホームとパイプライン



プラットホームの概要

プラットホーム
海底面下に存在する油・ガス層へ坑井を掘削して油ガスを採取し、
水分除去等の処理をするために設置される定置式の工作物で、以下
のものから構成

1. トップサイド
掘削装置・坑井・油ガス処理装置・居住区・発電機その他の付帯設備等

からなり、通常モジュール化されている

2. ジャケット
プラットホームの土台として海底に設置される鋼鉄製の構造物で、スプ

ラッシュゾーンは腐食を防止するために塗装され、犠牲陽極が設置され
ている

3. パイル
プラットホームを海底に固定するための鋼鉄製のパイプで、ジャケットとグ

ラウトされていることがある



トップサイド上の坑井

磐城沖プラットホーム



トップサイド上の油ガス処理装置

磐城沖プラットホーム



プラットホームの概要（続き）

トップサイドの維持管理
地下から産出される油・ガスは可燃性であるだけでなく、非常に高圧
であるため、油ガス処理装置は万全の漏洩対策・監視を実施
メタン検知器をはじめとする多数の検知器を設置

定期的な密閉・気密試験

腐食対策としては、定期的な塗装を実施
使用している海洋施設用塗料は有害性はないものを使用

ジャケットの維持管理
海上部は、腐食対策として定期的な塗装を実施
使用している海洋施設用塗料は有害性はないものを使用

海中部は、腐食対策として犠牲陽極を設置
使用している犠牲陽極は亜鉛・アルミニウム・マグネシウムのいずれか

海中部は、数年に1回の頻度でROVを用いた検査も実施
検査項目は、目視による状況確認、ジャケット電位測定等



ジャケットに設置された犠牲陽極

磐城沖プラットホーム



パイプラインの概要

パイプライン
プラットホームにて産出した油ガスを陸上まで輸送するための施設
材質は鋼鉄であり、腐食防止のためにポリエチレンで被膜され、犠牲陽
極が設置されている。潮流の影響を受ける場合や浮遊防止のため、コン
クリートで被膜されることがある

国内の海洋パイプラインは、漁業への影響を最小限にするため埋設され
ることが多く、また海岸部では弧状推進工法により設置されることがある

パイプラインの維持管理
輸送される油・ガスは可燃性であるだけでなく、非常に高圧であるた
め、万全の漏洩対策・監視を実施
パイプライン入口での流量・圧力及び出口での流量・圧力を常時監視

定期的な密閉・気密試験

腐食対策としては、被膜に加えて犠牲陽極を設置
電位は数年に1回実施するROVにて確認



Ⅱ．国内の海洋油ガス田と
海洋掘採施設等の概要



日本の海洋油ガス田



岩船沖油ガス田

海洋掘採施設（プラットホーム）
新潟県中条町沖合4km、水深36.2m
1990年建造、稼働中
総重量：約11,813トン
トップサイド重量： 8,443トン
ジャケット重量： 1,810トン
パイル重量： 1,560トン

パイプライン
外径12インチ×延長21 km
材質： API 5L X-52（塗膜：ポリエチレン）
埋設の有無： 埋設



岩船沖プラットホーム図



岩船沖プラットホーム全景



磐城沖ガス田

海洋掘採施設（プラットホーム）
福島県楢葉町沖合40km、水深154m
1983年建造、稼働中
総重量：約33,500トン
トップサイド重量： 5,500トン
ジャケット重量： 15,500トン
パイル重量： 12,500トン

パイプライン
外径13インチ×延長41km
材質：API 5L X-52（塗膜：ポリエチレン、コンクリート）
埋設の有無： 埋設



磐城沖プラットホーム図



磐城沖プラットホーム全景
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